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 この本に収められているお話は、４人の作家が古典作品

をもとに、創作したものです。 
 

 アキコは、母が亡くなる前に、古代の有名な神様の兄弟

にもう一人いると聞かされていました。その秘密は、母の

故郷のとある場所に残されていました。母の死後、アキコ

はその本を読み、自分が何なのかを知ることになります。 

これは昔からある落語のお話でございます。 

みんなの前で、「まんじゅうがこわい」と言った松

つぁん。そんなにこわいならとまんじゅうを大量

に買って、松つぁんの前に置きこわがらせようと

する悪いやつら。 

さてさて、このあと、どんな展開に？お話の続き

は、この本で読んでちょうだい。 

本当にあるのか、それとも想像の産物なのか… 

しかし！幽霊と悪霊を見た人々は、今日まで語

り続けてきたのだ！幽霊は、姿や形を変えてやっ

てくる。邪悪な彼らを避けられるよう、この本を読

むのだ! 

この文を書いていたら、突然ペンが割れた…幽

霊の仕業か…、悪霊の仕業か… 
 


